
指導案 

                      
１．単元名       「 「できること」を紹介しよう 」（第６学年） 

 

２．単元設定の理由 

 ○ 本学級の児童は，１年生の時から，同じ GT と一緒に英語活動に親しんできており，英語に対す    

  る苦手意識はないものの，学年の雰囲気として，回りの様子を気にする児童が多く，積極的に活動  

  する子が少ない。アンケートの結果を見ると，英語がとても好き，好きという児童が 90%を超え，  
  好きではないと感じている児童は少ないが，｢上手に英語を話すことができない。｣「英語の意味が  

  よくわからない。」などという理由が多い。英語で話している内容を完全に理解しようとしている  

  ことから生じる苦手意識である。 

   第１単元「アルファベットで遊ぼう」（GT：１時間）では，アルファベットカードを使ってカル 

  タ取りを行い，アルファベットに興味をもつ子が増え，第２単元「いろいろな文字があることを知 

  ろう」（GT：１時間）では，動物の言い方や１～100 までの数の言い方に親しむ活動を行った。 

    第３単元「友達の誕生日を知ろう」（GT：１時間）では，月や誕生日の言い方を知り，友達にイ

ンタビューする活動を行い，多くの友達にインタビューすることができるようになってきた。外国

語活動の中でも，友達にインタビューする活動では，初めは男女に分かれがちだったが，徐々に広

くインタビューしていく様子を見ることができるようになってきた。また，ゲーム活動を取り入れ

ることによって，ほとんどの児童が意欲的に取り組むことができている。 

 ○ 本単元では，「できる」「できない」という表現を使い，自己紹介ができるということを目標とし  

  ている。児童は，一人一人いろいろな面で違いがあり，「できること」と「できないこと」がある。

そこで，この単元では，can を使って自分を表現するとともに，友達の発表を聞いて，改めてその

友達のことを見直すきっかけとしたい。新たな視点で友達を見ることで，英語のコミュニケーショ

ン活動を楽しみながら，友達への理解を深めることができると考えられる。 

 ○ 指導にあたっては，まず，動物の「できること」や「できないこと」をヒントにしながら，どん

な動物か当てる活動につなげ，「できる」という表現に親しませるようにする。さらに，担任 と GT
で「できること」と「できないこと」を尋ねあう様子を見せ，自分たちも「できること」を伝えた

いという意欲をもたせる。 

   次に，友達どうしで「できること」や「できないこと」を尋ね合う活動を行う。グループで尋ね

ることを一人一つ決め，そのことだけについて尋ねる。「できるかどうか」について尋ねる言い方

とともに，尋ねられたときの答え方も知らせる。時間が来たら，グループで尋ねたことをもとに，

誰が，「何ができるか」「何ができないか」を話し合う。その後，「誰でしょうクイズ」で，グルー

プで協力して考えさせ，答えを考えさせる。 
   さらに，表現する活動では，ショー・アンド・テルで自分の「できること」や「できないこと」

について，発表する活動を取り入れる。絵を提示したり，具体物を見せたりしながら発表するショ

ー・アンド・テルの仕方を知らせるとともに，発表者は聞き手を意識した発表の体験をさせ，聞く

方は，自分との違いを認めながら，友達を理解していくことを意識させたい。 
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 英語ノートの本単元の構成は，動物の「できること」「できないこと」から入り，最終的には

自分の「できること」「できないこと」をみんなに知らせるという流れになっている。これは，

誰でも「できること」もあれば「できないこと」もあるという，違いを認め合うという点から，

異文化を受け入れる素地を養うことができ，また，積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度の育成という点から，コミュニケーション能力の素地を養うことができるという良さが

ある。 

 そこで，「出会う段階」では，第三者として聞くことができるような動物の「できること」か

ら始まり，友達の「できること」「できないこと」をインタビューしていく活動に発展していく

中で，自分のことをもっとみんなに知らせたいという意欲を連続してもたせ，「表現する段階」

では，ショー・アンド・テルで聞き手を意識しながら自分が「できること」を発表する姿をね

らっている。 

３．目標 

 ○ 「できること」を聞く活動を通して，GT や友達のもつ文化への興味・関心を高める。 
                                （言語や文化に関する気付き） 

  ○ 積極的に友達に「できること」を尋ねたり，自分の「できること」や「できないこと」を紹介し 

   たりする。                  （コミュニケーションへの関心・意欲・態度） 

 ○ 「できる」「できない」という英語表現を使って尋ねたり，答えたりする。 

                                  （外国語への慣れ親しみ） 

 

 

４．単元構成の考え方 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６Ｂ－２ 



５．単元構成・評価規準（全４時間 ○は本時） 

段

階 
時 ねらい 言 コ 慣 活動 ／ 評価規準 表現例 

出
会
う 

１ 

 相手の話を

積 極 的 に 聞

き，相手のこ

とを理解しよ

うとする。 

 

◎  

 活動名「できること「できないこと」を聞

こう」      

   「クイズ What animal ? 」 

 

What animal  
is this? 
Can you ～ ? 
Yes, I can. 
No, I can’t. 
I can ～  . 

関
わ
る 

２ 

 どのような

ことができる

か，ジェスチ

ャ ー を 使 っ

て，友達に尋

ねたり，答え

たりする。 

 

 ◎ 

活動名「ジェスチャーインタビュー」 

 

 

 

 

 

Can you ～ ? 
Yes, I can. 
No, I can’t. 
Play soccer 等 

○3  

 友達にどの

ようなことが

できるか尋ね

たり，答えた

りする。 

 

◎  

活動名「インタビューをしよう」 

   「誰でしょうクイズ」 

 

 

 

 

 

Can you ～ ? 
Yes, I can. 
No, I can’t. 
Play soccer 等 

表
現
す
る 

４ 

 自分が「で

きること」を

発表したり，

友達のよさを

見つけようと

する。 

 

◎ 

 活動名「ショー・アンド・テルをしよう」 

    

 

 

 

 

 

 

Hello.  
My name is  
～. 
I can play ～ . 
But I can’t   
play～. 
Thank you. 
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評価規準 
CD を聞きながら，can と can’t の違

いに気づき，クイズに答えようとして

いる。 
 

評価規準 
相手に「できる」ことを質問したり，

答えたりしようとしている。 

評価規準 
多くの友達に，あいさつをしたりア

イコンタクトをしたりしながら，イン

タビューをしている。 
 

評価規準 
自分の「できること」や「できない

こと」を意欲的に発表しようとしてい

る。また，友達の発表を聞いて，友達

のよさを見つけようとしている。 



６学年「できることを紹介しよう」 
単元の評価基準 
単元目標 １．「できること」を聞く活動を通して，GT や友達のもつ文化への興味・関心を高める。 
     ２．積極的に友達に「できること」を尋ねたり，自分の「できること」や「できないこと」 

を紹介したりする。 
     ３．「できる」「できない」という英語表現を使って，尋ねたり，答えたりする。 
評価規準 ○ 登場人物の話を積極的に聞き，「できること」「できないこと」を理解しようとする。 
     ○ 言語や，非言語を用いて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする。 
     ○ “Can you〜？”などの英語表現を使ってインタビューしている。 

観点 評価場面と方法 おおむね満足な姿（Ｂ） ※おおむね満足する姿に達しない

場合の考えられる支援 
言語や文

化に関す

る気付き 

【第１時】 
登場人物の「でき

ること」や「でき

ないこと」を聞い

ている場面 
（行動観察） 
（自己評価） 

 
○ CD を聞きながら，can と

can’t の違いに気づき，クイズ

に答えようとしている。 
・「カバは泳げるから can だね。」 

 
・クイズに正解するかどうかだけを

気にしている。 
※ジェスチャーを交えて気付くよ

うな声かけをし，興味を喚起させ

る。 

コミュニ

ケーショ

ンへの関

心・意

欲・態度 

【第３時】 
友達にできるかど

うかを尋ねたり答

えたりしている場

面 
（行動観察） 
（発表観察） 
(自己評価) 

 
○ 多くの友達に，あいさつをし

たりアイコンタクトをしたり

しながら，インタビューをして

いる。 
・「全員にインタビューし，次の

クイズに生かそう。」 

 
・アイコンタクトをせず，カードだ

けを見てインタビューをしてい

る。 
※担任が横に寄り添って一緒に言

う。 

【第４時】 
「ショー・アン

ド・テル」をして

いる場面 
（行動観察） 
（発表観察） 
（作品観察） 
（自己評価） 

 
○ 自分の「できること」や「で

きないこと」を意欲的に発表し

ようとしている。また，友達の

発表を聞いて友達のよさを見

つけようとしている。 
・「自分のことを知ってもらいた

い。」 
・「友達がこんなことができたな

んて，知らなかった。」 

 
・自分が「できること」を意欲的に

見つけようとしていない。 
※担任が一緒に「できること」を考

える。 
 
・友達の「できること」や「できな

いこと」を聞いても，友達の良さ

に結び付けようとしていない。 
※友達の「できること」を担任と確

認していく。 
外国語へ

の慣れ親

しみ 

【第２時】 
ペアになって，で

きるかどうか尋ね

たり，答えたりし

ている場面 
（行動観察） 
（自己評価） 

 
○ 相手に「できる」ことを質問

したり，答えたりしようとして

いる。 
・“I can～.” “Can you～？”な

どの英語表現を使っている。 

 

 
・みんなが英語表現を使っていて

も，一緒に言おうとしていない。 
※横に寄り添って一緒に言う。友達

と一緒に言うように声をかける。 
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６．本時 

     平成 22年 11月 24日（水） 

 
７．本時の目標 

 ○ 友達にどのようなことができるか尋ねたり，答えたりする。 

 

８．本時指導の考え方 

 ○ 本時は，できるかどうかの言い方に興味をもち，友達とお互いにどんなことができるかを尋ねた 

  り，答えたりすることをねらいとしている。前時までに，担任と GT と一緒に，「できること」を

尋ねたり，答えたりしながら，質問の仕方に慣れてきている。また，ジェスチャーあてクイズで動

作の言い方にも親しんでいる。そこで，本時は，友達どうしでできるかどうかを尋ね合う活動を通

して，お互いの意外な面を知り，また，グループで尋ね合った後に話し合う活動で，協力し合うこ

とや仲間意識，自己肯定感を高めていくとともに，コミュニケーションの楽しさを味わわせたい。

さらに，インタビューの活動から自分自身の「できること」や「できないこと」をみんなに伝えた

いという思いをもたせ，次時のショー・アンド・テルに向けての意欲を高めていきたい。 
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９．本時の展開 

過程 児童の活動 教師の支援（担任・ＧＴ） 教材・評価場面 

あいさ

つ（５） 

１ あいさつをする。 Hello, everyone. 
How are you? 

 

ウォー

ムアッ

プ（10） 

２ CD に合わせてチャンツ

を言う。 

○ パートに分けてチャンツを

言わせる。 

・電子黒板 

めあて

確認

（２） 

３ めあてを確かめる。 

   

Today’s aim is this.  

コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン

活 動

（20） 

４ 「できること」「できない

こと」を尋ねる活動をする。 

 

 

（１）担任 と GT のデモンス

トレーションを見る。 
  

（２）自分の「できること」と

「できないこと」をカード

に記入し，グループでイン

タビューの仕方を練習す

る。 

（３）友達にインタビューす

る。 

 

（４）「誰でしょうクイズ」を

する。 

○ インタビューの仕方のデモ

ンストレーションを見せる。 

・アイコンタクトを意識して，ジ

ェスチャーを交えながらイン

タビューすることを明確にす

る。 

Can you ～? 
 Yes, I can. / No, I can’t. 
○ グループで，自分がインタビ

ューすることを決めさせ，その

練習する様子を見ていく。 

 

○ 担任は，活動が進まない児童

と初めにペアになり，フレーズ

を繰り返して言わせる。 
○ 集めた友達の情報をもとに，

話し合い誰のことであるか予

想を立てさせる。 

・インタビューシート 

・前時の学習プリント 

・ブラックボックス 

・電子黒板 

振り返

り（５） 

５ 振り返りカードに記入し，

感想を交流する。 

 

 

 

６ 次時の予告をする。 

 

 

 

 

 

○ GT がデモンストレーション

をし，次時は，自分のことを発

表することを伝える。 

・振り返りカード 

あ い さ

つ（３） 

７ あいさつをする。 That’s all for today. 
You are welcome. 

 

・多くの友達にインタビューしましたか。 
・「できますか」の言い方を使いましたか。 

友達に，「どんなことができるか」たずねよう。 

友達にできるかどう

かを尋ねたり答えた

りしている場面 
 
○ 多くの友達に，

あいさつをしたり

アイコンタクトを

したりしながら，

インタビューをし

ている。（コミュニ

ケーションへの関

心・意欲・態度） 
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授業の改善ポイントと修正指導案 

●第３時目標 （３／４） 

 ○ 友達とお互いに，どんなことができるかを尋ねたり，答えたりする。 

改善ポイント 

・「誰でしょうクイズ」で，各班が意欲をもつために，すべての班の答えを聞いてから，答えを言うよ

うにした。 
・振り返る項目は，わかりやすくするために，１つにした。 

●展開 

 

過程 児童の活動 教師の支援（担任・ＧＴ） 教材・評価場面 

あいさ

つ（５） 

１ あいさつをする。 Hello, everyone. 
How are you? 

 

ウォームア

ップ（10） 
２ CD に合わせてチャンツを

言う。 

○ パートに分けてチャンツを言わせる。 ・電子黒板 

め あ て

確 認

（２） 

３ めあてを確かめる。 

   

Today’s aim is this.  

コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン

活動 

（20） 

４ 「できること」「できないこ

と」を尋ねる活動をする。 

（１）担任 と GT のデモンス

トレーションを見る。 
（２）自分の「できること」と

「できないこと」をカード

に記入し，グループでイン

タビューの仕方を練習す

る。 

（３）友達にインタビューする。 

 

（４）「誰でしょうクイズ」をす

る。 

○ インタビューの仕方のデモンストレー

ションを見せる。 

○ アイコンタクトを意識して，ジェスチャ

ーを交えながらインタビューすることを

明確にする。 

Can you ～? Yes, I can. / No, I can’t. 
○ グループで，自分がインタビューするこ

とを決めさせ，その練習する様子を見てい

く。 

○ 担任は，活動が進まない児童と初めにペ

アになりフレーズを繰り返して言わせる。 
○ 集めた友達の情報をもとに話し合い，誰

のことであるか予想を立てさせる。 
○ 全ての班の答えを聞いてから答えを言

うようにする。 

・ブラックボックス 

振り返

り（５） 

５ 振り返りカードに記入し，

感想を交流する。 

 

６ 次時の予告をする。 

 

 

 

○ GT がデモンストレーションをし，次時

は，自分のことを発表することを伝える。 

・振り返りカー     

 ド 

あ い さ

つ（３） 

７ あいさつをする。 That’s all for today. 
You are welcome. 

 

友達に，「どんなことができるか」たずねよう。 

・多くの友達にインタビューしましたか。 

友達にできるか

どうかを尋ねた

り答えたりして

いる場面 
○ 多くの友達

に，あいさつをし

たりアイコンタ

クトをしたりし

ながら，インタビ

ューをしている。

（コミュニケー

シ ョ ン へ の 関

心・意欲・態度） 
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